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１．はじめに 

 近年，祭や花火大会などのイベント情報が

ポータルサイトを介して提供されている．これ

らのポータルサイトは，知名度が高く規模の大

きなイベントの情報を提供している．そのため，

知名度が低く地域に密着したローカルなイベン

ト情報は，ユーザが容易に取得できない問題[1]

がある．そこで，Web 上からイベントの知名度

と規模に関わりなく，網羅的にイベント情報を

抽出する研究[2]-[4]が行われている．これらの研

究では，イベント情報の記載されたブログや

ソーシャルメディアを収集対象として，Web

ページのリンク構造やタグ情報などから判定を

行う．しかし，ローカルなイベント情報を提供

する Web ページは，リンク構造やタグ情報に規

則性がなく，これらの手法を適用できない Web

ページも多い．そこで，本研究では，Web ペー

ジ内で特徴的な単語を用いて情報を抽出する手

法[5]をイベントの分野に適用する．イベントの

ジャンル毎に特徴的な単語を抽出することで，

Web ページの構造に依存することなく，Web 上

からイベント情報を抽出し，ジャンル毎に分類

する手法を提案する．そして，本手法にて収集

したイベント情報を提供するアプリケーション

の開発を行う．イベント情報は，手軽で素早い

検索が望まれるため，需要が拡大している

Windows Phone にてアプリケーションの実装する． 

 
２．研究の概要 

本研究では，Web 上からイベント情報を抽出し, 

Windows Phone にて提供するアプリケーションを

開発する．本アプリケーションの実行イメージ

を図 1 に示す．本アプリケーションの入力は都

道府県名とイベントのジャンルとし，出力は入

力した条件に該当するイベント情報とする．次

に、本システムの概要を図 1 に示す．本アプリ

ケーションを実現するため，本システムは，1）

ジャンル別特徴モデル作成機能，2）イベント

ページ判定機能，3）イベント詳細情報抽出機能

により構成される．  

２．１ イベント特徴モデル作成機能 

 本機能では，イベント情報を掲載している

Web ページの判定機能に利用するジャンル毎に

イベントの特徴情報を作成する．まず，本機能

の学習データとして，イベント情報を掲載して

いる Web ページ群を入力する．次に，入力した

Web ページ群の内容を形態素解析し，各形態素

図 2 本システムの概要 

図 1 実行イメージ 
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の TF/IDF 値を算出する．そして，ジャンル毎に

TF/IDF 値の上位 1,000 件の形態素を抽出する．

最後に，抽出した形態素を素性とする特徴ベク

トルをジャンル毎に作成し，SVM（Support 

Vector Machine）を用いて，ジャンル別の特徴モ

デルを作成する． 

２．２ イベントページ判定機能 

 本機能では，まず，入力された Web ページに

対し，イベント特徴モデル作成機能と同様の処

理を行い，特徴ベクトルを作成する．次に，イ

ベント特徴モデルを参照し，SVM にてイベント

情報が掲載されているかを判定しジャンル毎に

イベント情報を分類する． 

２．３ イベント詳細情報抽出機能 

 本機能では，イベントページ判定機能にてイ

ベント情報が掲載されていると判定された Web

ページから，イベント名，開催日時と開催場所

に関する情報を正規表現にて抽出する．そして，

それらの情報を Windows Phone アプリケーション

への提供に適した形式に変換する．  

３．システムの実証実験と考察 

 本システムの有用性を実証するため，イベン

ト情報を掲載している Web ページを判定する実

験と，イベント情報をカテゴリ毎に分類する実

験を行った．本実験では，正解データとしてイ

ベント情報を掲載している Web ページをカテゴ

リ毎に 100 件，不正解データとしてイベント情

報を掲載していない Web ページ 100 件を実験

データとして用いた．なお，正解データは，各

ジャンル名，開催日時と開催場所を組み合わせ

たクエリを用いて検索し得られた検索結果の上

位 100 件の Web ページを用いた． 

３．１ イベント情報判定の実証実験 

 本実験では，ローカルなイベント情報を掲載

した Web ページの自動判定が可能かを評価する

ため，正解データから無作為に抽出した Web

ページ 100 件と不正解データの Web ページ 100

件の合計 200 件を実験データとして評価した．

判定精度は，適合率，再現率と F 値により評価

した．実験結果を表 1 に示す．実験結果から，

イベント情報の有無を適切に判定たことがわ

かった．これらのことから，本提案手法がイベ

ント情報を含む Web ページを判定する際に有用

であることが示された． 

３．２ イベント情報分類の実証実験 

 本実験では，既存のポータルサイトに基づき， 

6 つのジャンルにイベント情報を分類可能である

かを評価した．本実験では，各カテゴリの正解

データ 100 件と不正解データ 100 件を実験デー

タとして用いた．分類精度は，適合率，再現率

と F 値により評価した．実験結果を表 2 に示す．

実験結果から，スポーツは適切に分類できたが，

その他の 5 つのジャンルでは精度が大きく低下

していることが分かった．これは，本提案手法

で，分類のために用いたジャンルが，イベント

分類に対して不適切であったことが原因と考え

られるため，イベントのジャンルを適切にする

ことで改善できると考えられる．  

４．おわりに 

 本研究では，Web 上からイベント情報を抽出

し Windows Phone にて提供するアプリケーション

を開発した．本システムでは，Web ページに含

まれる特徴的な単語を用いて，イベント情報を

掲載している Web ページを自動的に判定する．

実証実験の結果，本提案手法がイベント情報を

掲載する Web ページを識別する際に有用である

ことを実証する．しかし，イベントの分類にお

いては，十分な精度を得ることができなかった

ため，今後は，失敗したイベント情報を分析し，

適切に分類できるカテゴリの考案を行うことで，

イベント情報の分類精度の向上を目指す． 
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イベント情報を含む 

Web ページ 

イベント情報を含まない 

Web ページ 

適合率 0.83 0.79 

再現率 0.77 0.84 

F 値 0.80  0.81  

 表 2 実験結果 

表 1 実験結果 

1…節句・年中行事，2…市場・フリーマーケット， 

3…娯楽施設，4…花火・イルミネーション， 

5…ネイチャー・アウトドア，6…スポーツ 

 
1 2 3 4 5 6 

適合率 0.51 0.37 0.47 0.70 0.30 0.69 

再現率 0.34 0.74 0.32 0.33 0.17 0.79 

F 値 0.41 0.49 0.38 0.45 0.22 0.74 
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